
1.調査概要

高山市の妊婦を取り巻く状況や課題を明らかにするとともに、配偶者等も含め多様な意見を聴取し、

市の新たな「こども計画(仮称)」や計画に基づく取組内容に活用することを目的に調査を行った。

調査対象

調査方法

高山市
妊婦の意識等に関する調査

令和５年度調査結果≪概要版≫

調査期間

回答数

2.家族構成などのこと

高山市内の妊婦 238 名（10 月 1 日現在）とその配偶者・パートナー 計 476 名

市から QR コードを付した依頼文書を対象者の自宅へ郵送し、各自のパソコンやスマ

ートフォンから Web フォームにアクセスし、回答やコメントを入力（無記名）

留意事項

令和 5年 10 月 5 日～11 月 8 日

妊婦 156 人（65.5％）

配偶者・ パートナー 72 人（30.3％） 計 228 人（47.9％）

表記のない単位は全て％（四捨五入により合計が 100.0％にならない場合あり

委託先 (一財)飛騨高山大学連携センター
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(１)出身地 妊婦 配偶者等

(３)家族構成 妊婦 配偶者等

核家族核家族

(２)出産回数 妊婦 配偶者等



(４)出産後の就労予定 妊婦 配偶者等

3.職場環境のこと

(１)就労状況 妊婦 配偶者等

(２)妊娠中や子育て期

の職場の働きやすさ（妊婦）
［そう感じる理由］

お互い様という雰囲気

妊娠や子育てへの理解

突発的な休暇が取得可能

気兼ねなく育休等を取得可能

業務量が妥当(残業が少ない)

育休等への人員調整が可能

時短など勤務の調整が可能

身体に負担のない業務内容

働きやすい部署へ異動可能
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(３)配偶者が妊娠中であること

への職場の理解や配慮（配偶者等） ［そう感じる理由］

休暇への人員調整が容易

父親の育児に理解ある雰囲気

働きやすい部署へ異動可能

勤務形態の調整が容易

突発的な休暇の取得が容易

時短勤務等の制度あり

産休や育休等の制度あり



４.育児休暇のこと

(１)育児休暇の取得予定（妊婦）
［取得予定の場合、取得期間］

(２)育児休暇の取得予定（配偶者等） ［取得予定の場合、取得期間］

こどもとの時間を大切にしたい

こどもの成長を間近で見たい
子育ての楽しみを味わいたい

育児休暇を利用する権利がある

子育てと仕事との両立が難しい
子育てを配偶者等と楽しみたい

職場に取得が当たり前の雰囲気がある

配偶者・パートナーが取得しない
職場の業務調整が容易で気兼ねがない
取得による昇給や昇格等の不安がない

取得による経済的な不安がない
配偶者の家事育児の負担を減らしたい

配偶者に取得を望まれた

(４)育児休暇の取得理由 妊婦 配偶者等※複数選択可

収入を減らしたくない
職場に制度が整備されていない

自営業で育児休暇がとれない
育児休暇を取得しなくても働ける

職場の人手不足

自分にしかできない業務等がある
必要性を感じない
職場の理解がない

配偶者や家族が望んでいない
昇給や昇格等キャリアに影響が出る

(５)育児休暇を取得しない理由 妊婦 配偶者等※複数選択可
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(３)配偶者等の育児休暇の取得希望（妊婦） 取得しなくても良い理由



高山市こども未来部 こども家庭センター （令和 6年 6 月） kodomokatei@city.takayama.lg.jp

5.気持ちなどのこと
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(１)互いに対する期待

一緒に子育てを楽しみたい

子育ての大変さを分かち合
いたい

上の子の世話をしてほしい
（したい）

心身の回復をいたわってほ
しい（したい）

心身の大変さを理解してほ
しい（したい）
家事の多くを担ってほしい
（したい）

妊婦 配偶者等

(２)不安の程度（妊婦）

出産(初めての子)

出産(二人目以降)

子育て(初めての子)

子育て(二人目以降)

身体の変化(初めての子)

身体の変化(二人目以降)

子育てが始まるうえでの不安（妊婦）

(３)相談先 (４)情報の入手方法（妊婦）

(５)自身の健康やこどもの

ために欲しい情報（妊婦）

(７)市に求める支援（妊婦）

(６)配偶者やこどものサポートの

ために欲しい情報（配偶者等）


